
 

 

一般社団法人 宮城県警備業協会 

〒981-3105 仙台市泉区天神沢一丁目 4番 11号 

℡ 022⁻371-0310 FAX 022⁻773⁻6466 

info@mssa.jp 

http;//www.mssa.jp 

 

                                         令和８年９月２４日 

 

宮城県警備業協会 会員の皆様へ 

 

「カスタマーハラスメント対策マニュアル（参考例）」の公表について 

（ご連絡） 
  

令和８年１０月１日から、改正労働施策総合推進法により、カスタマーハラスメント対策

が事業主の義務となります。 

事業主には、カスタマーハラスメントに対する方針の明確化・周知、相談体制の整備、事

案発生時の適切な対応、被害を受けた労働者への配慮、再発防止等の措置が求められます。 

そのため、各社においては、カスハラが発生した際に「誰が、どのように対応するのか」

をあらかじめ明確にしておくことが重要です。 

特に警備業では、交通誘導、施設警備、雑踏警備等の現場において、警備員が顧客や施設

利用者等と直接接する機会が多いことから、警備員個人に対応を委ねるのではなく、会社と

して組織的に対応できる体制を整備する必要があります。 

このため、カスタマーハラスメント対策マニュアルは、法令上求められる措置を具体的に

実施し、警備員の安全を確保するための重要な社内ツールとなります。 

マニュアルの詳しい内容は、会員専用ページをご覧ください。 

また、厚生労働省ホームページを参照ください。 

主な取組 
○ カスタマーハラスメントに対する基本方針の明確化・周知 

○ 相談・報告体制の整備 

○ 事案発生時の安全確保及び組織的な対応体制の確認 

○ 事案の記録・報告及び必要に応じた関係機関との連携 

○ 警備員等に対する教育・研修 

○ 被害を受けた警備員等への配慮及び再発防止 
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